
史
で
あ
る
。
我
等
は
特
に
第
七
章
「
歴
史
小
詮
、
こ
雁
礎
」
の
職
國
時

代
に
歴
史
的
小
説
が
盛
行
を
極
め
、
左
傳
の
如
き
も
か
、
る
文
學

々
含
ん
で
居
る
ミ
い
ふ
所
説
に
注
意
を
携
ふ
べ
き
で
あ
る
。
歴
史

的
小
説
の
語
の
代
り
に
物
語
－
こ
い
ふ
語
を
用
ひ
、
叉
黒
雲
の
諸
子

に
支
那
特
有
の
語
録
ざ
い
ふ
文
學
の
形
式
、
夏
に
換
語
す
れ
ば
雄

辮
墨
の
教
科
書
に
遠
望
性
質
を
認
め
る
な
ら
ば
、
氏
の
所
読
も
受

け
入
れ
て
よ
い
唱
こ
思
は
れ
る
。

　
最
近
ヒ
ル
ト
の
古
代
史
の
邦
課
が
温
版
せ
ら
れ
た
。
本
書
も
亦

そ
の
麟
澤
が
臼
佛
會
館
の
手
で
企
て
ら
れ
て
屠
る
ミ
聞
く
。
そ
の

實
現
完
成
の
｝
繊
も
早
か
ら
ん
事
を
願
ふ
次
第
で
あ
．
る
。
〔
小
川
〕

　
　
囎
満
州
僖
寸
志
（
上
下
績
三
冊
）
満
鐵
調
査
課
擬
行

　
從
來
満
州
の
紹
介
法
は
實
利
的
方
面
に
発
頭
し
精
紳
的
方
函
を

閑
却
し
て
居
た
爲
に
、
既
に
漢
代
に
支
那
本
部
か
ら
海
陸
単
路
に

よ
っ
て
漢
人
移
住
の
．
歴
史
は
頗
る
古
く
、
一
方
遼
金
時
代
よ
り
元

明
時
代
に
亙
り
幾
多
の
民
族
の
興
亡
が
あ
り
、
其
蕎
蹟
は
今
倫
各

所
に
残
存
し
て
居
る
に
か
・
は
ら
す
、
唯
壁
土
今
來
把
漠
た
る
廣

野
で
あ
る
か
の
如
く
速
断
さ
れ
て
居
る
の
で
、
満
鐵
が
大
正
十
一

年
五
六
月
庶
務
部
調
査
課
受
託
八
木
婆
三
郎
氏
に
命
じ
沿
線
地
方

　
　
第
十
四
巻
　
　
潔
　
　
介

の
蕎
蹟
名
勝
を
調
査
せ
し
め
て
、
其
報
告
、
こ
し
て
本
書
が
公
に
さ

れ
た
の
で
あ
る
、
其
上
篇
（
五
三
七
頁
）
は
奉
天
以
南
の
部
分
で
十

三
年
三
月
十
二
日
に
、
奉
天
揚
北
及
び
安
動
線
は
合
し
て
下
篇
（
五

〇
九
頁
）
ミ
し
て
十
五
年
十
二
月
五
日
に
嚢
行
さ
れ
、
其
後
更
に

遼
西
の
一
部
及
び
遼
東
地
欝
の
鹸
漏
し
て
み
た
も
の
を
覗
察
し
て

昭
和
品
当
年
ご
署
月
二
十
日
締
盟
勢
州
蕉
…
蹟
静
心
（
一
九
一
瞬
百
パ
）
ぐ
」
し
て
公
に

さ
る
Σ
に
至
っ
た
。

　
満
州
に
於
け
る
古
蹟
名
勝
等
の
現
況
を
記
載
し
て
弛
く
世
入
の

便
盆
に
供
す
べ
き
良
書
は
殆
ん
撃
ご
絶
無
な
上
に
、
其
多
少
古
蹟
等

に
ふ
る
》
も
の
は
誠
に
杜
撰
で
、
甚
し
き
に
至
っ
て
は
地
名
の
沿

革
を
古
蹟
の
部
に
加
ふ
る
も
の
さ
へ
あ
り
。
鞘
口
牌
勧
説
に
閥
す

る
地
理
的
由
緒
を
し
き
り
に
粥
象
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
感
興
は

別
、
こ
し
て
墨
術
上
に
は
稗
蔑
す
る
所
が
少
い
。
本
書
の
特
長
は
大

洗
に
獲
て
こ
れ
ら
の
類
を
除
き
一
方
學
間
上
に
利
盆
あ
る
ミ
同
酵

に
他
方
風
景
の
賞
す
べ
き
優
値
あ
る
も
の
、
或
は
羽
替
上
の
償
値

は
鋼
、
こ
し
て
土
地
の
由
緒
を
助
く
る
類
々
撰
定
し
、
更
に
父
世
に

共
学
古
蹟
名
勝
の
類
の
み
に
限
ら
す
，
墨
術
上
古
蹟
－
こ
毒
す
べ
き

も
の
、
即
ち
古
く
は
石
器
時
代
よ
の
順
次
に
古
墳
、
古
陶
窯
の
類
を

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
一
二
九
　
（
　
四
五
；



　
　
　
第
十
四
巷
　
　
紹
　
　
介

も
含
ま
し
め
、
古
今
の
凡
て
を
網
羅
し
た
瓢
に
あ
る
。

　
上
篇
は
第
一
編
を
先
史
時
代
「
こ
し
、
第
二
編
を
有
史
時
代
ミ
し

殊
に
城
螂
ω
憂
遷
、
儒
教
算
氏
及
び
道
教
閣
係
の
紳
廟
…
、
佛
教
關

係
の
思
郷
に
つ
い
て
詳
蓮
さ
れ
、
下
篇
に
於
て
は
第
一
章
に
奉
天

以
北
の
先
史
時
代
を
、
第
こ
章
に
其
鼠
子
時
代
を
、
第
三
章
に
は

安
奉
沿
線
の
諸
薦
蹟
を
牧
め
て
あ
る
。
績
志
の
方
は
多
少
趣
を
異

に
し
て
み
る
。
満
州
は
遼
海
の
東
西
に
よ
っ
て
其
歴
史
傳
詮
に
大

き
い
相
蓮
が
あ
り
、
民
族
上
よ
り
云
へ
ば
遼
西
は
東
胡
で
遼
東
は

勝
差
派
㌦
こ
も
云
ふ
べ
く
、
面
白
い
封
照
を
な
し
て
居
る
。
八
木
氏

は
先
づ
こ
れ
ら
の
渤
海
灘
の
周
幽
に
棲
息
し
九
古
代
の
民
族
蚊
に

彼
等
一
こ
漢
民
族
ミ
の
文
化
交
渉
を
閲
明
せ
ん
ε
さ
れ
た
が
族
行
不

可
能
の
爲
に
上
に
述
べ
た
如
く
昭
和
三
年
秋
中
野
の
一
部
及
び
遼

東
の
峡
漏
を
税
察
し
て
他
の
特
種
調
査
を
省
略
し
て
本
書
の
膿
行

を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
先
づ
総
論
に
於
て
、
渤
海

岸
の
古
民
族
、
こ
先
史
時
代
の
閥
係
、
塵
境
族
ミ
慕
黒
氏
の
興
亡
、

佛
教
の
東
漸
ε
民
族
關
係
等
の
題
下
に
一
般
大
勢
論
を
蓮
べ
た
後

第
咽
章
を
遼
東
、
第
二
章
を
貫
禄
、
第
三
章
を
繋
束
州
の
記
述
に

あ
て
ら
れ
て
る
る
。
適
応
に
も
撫
黙
黙
菟
論
、
及
び
南
蘇
新
城
ミ

　
　
　
　
　
　
蹴
蕊
號
　
一
三
〇
　
（
四
五
二
）

南
北
癬
城
子
論
の
如
き
は
、
皆
實
地
上
の
槻
察
に
基
い
た
も
の
で

机
上
の
察
論
－
こ
は
異
り
注
附
す
べ
き
も
の
ミ
思
ふ
。
下
篇
の
終
に

は
古
蹟
分
布
賂
闘
を
付
し
各
冊
八
木
氏
自
ら
憶
想
の
略
圃
、
及
び

蕗
教
育
研
究
所
の
鶏
中
秀
作
氏
が
撮
影
し
た
一
部
の
霜
解
を
入
れ

理
解
を
助
け
て
み
る
。
筆
者
も
云
は
れ
る
如
く
、
概
し
て
興
陳
本

位
で
は
な
く
多
少
堅
苦
し
い
観
も
あ
る
が
、
元
來
一
時
眼
葡
の
便

の
み
を
圖
つ
た
も
の
で
な
い
か
ら
、
寧
ろ
將
來
に
は
却
っ
て
稗
釜

す
る
所
が
あ
る
ざ
信
ず
る
。
露
盤
的
続
計
的
紹
介
、
こ
別
に
此
書
に

よ
っ
て
満
州
の
紹
介
き
れ
る
事
は
意
義
深
い
も
の
一
こ
云
は
ね
ば
な

ら
ぬ
〔
今
石
〕

　
　
翻
史
學
概
論
　
　
　
　
　
　
　
　
野
々
村
戒
三
著

　
事
物
を
史
的
に
考
察
す
る
こ
一
こ
が
近
時
あ
ら
ゆ
る
方
弼
で
重
要

覗
さ
れ
る
や
う
に
な
っ
て
來
た
が
，
世
人
の
多
く
は
末
だ
実
學
に

關
す
る
明
確
な
る
知
識
を
具
へ
す
動
も
す
れ
ば
誤
っ
た
観
A
芯
を
懐

い
て
み
る
も
の
が
少
く
な
い
の
で
本
書
は
鍵
人
に
史
蹟
芝
は
如
弼

な
る
も
の
で
あ
る
か
・
こ
い
ふ
概
要
を
知
ら
し
め
や
う
、
こ
す
る
も
の

で
、
全
編
を
原
理
論
ぐ
」
方
法
學
・
こ
の
二
部
に
分
ち
、
前
者
に
は
輿
．

墨
の
概
念
、
歴
史
認
識
、
鷹
史
の
分
類
、
史
観
の
憂
遷
、
の
四
章


